
 

 

 

 

 



Ⅰ．自己点検の取り組みについて 

 

本校では、2005年度から、全国にある YMCA 専修学校と共にＹＭＣＡ独自の自己点検・

自己評価を実施し、教育の改善に努めてまいりました。2014年 9月、YMCA 独自の自己点

検・自己評価に加え、2013年 3月に文部科学省生涯学習政策局から示された「専修学校に

おける学校評価ガイドライン」にしたがって 2019年度の自己点検・自己評価を教職員によ

り実施しました。これに基づいてこの度以下の学校関係者による評価いただきました。 

 ここに結果を公表いたしますので、本校における教育の現状を正しくご理解いただき、本

校の改善に資するためのご指導・ご助言をいただけましたら、幸いに存じます。 

 

Ⅱ．学校関係者評価委員 

 

No 氏 名 企業名 役職 第 3条 

1 髙橋道彦 元仙台ホテル 参与 業界関係 

2 木島 上 
インターサーブ・ホスピタリティ開発

事務所 
代表取締役 業界関係 

3 木須紀子 キャリアデザイン実践研究所 所長 業界関係 

4 加藤重雄 株式会社ワールドトラベル  業界関係 

5 伊藤博文 チェリーパークホテル 総支配人 
業界関係 

卒業生 

 

評価は、適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ とした。 

 

  



Ⅲ．自己点検評価項目に対する委員の意見等 

（１） 教育理念・目標   総合評価 ４ 

・ 教育理念や目標など学校が目指すべき方向性は、講師会やオリエンテーションで

も時間を取って大切に説明がなされている点は評価できる。 

（２） 学校運営   総合評価 ４ 

・ 事業計画に基づいた運営がなされ報告も適正である。 

（３） 教育活動   総合評価 ４ 

・ 担任が分野の専門職である外部講師とのコミュニケーションを深めるためのかか

わりを積極的に取ろうとしている姿はすばらしい。 

（４） 学修成果  総合評価 ４ 

・ 卒業生を巻き込んだイベントを定期企画してほしい。留学生の卒業生が増加して

いるので校友会組織を考えてほしい。 

（５） 学生支援   総合評価 ４ 

・ 適切に行われていると評価する。 

（６） 教育環境   総合評価 ４ 

・ デュアルシステムが効果的で、就職内定先にもその成果が出ているので、適切な環

境であると評価する。 

（７） 学生の受け入れ募集  総合評価 ４ 

・ 少ない人員の中であっても適切に行われていると評価する。 

（８） 財務  総合評価 ４ 

・ 情報の公開を適切に行っている。 

（９） 法令の遵守  総合評価 ４ 

・ 適切に行われていると評価する。 

（１０）社会貢献・地域貢献 総合評価 ４ 

・ レストランサービスなどの基本的な教育内容を業界に活用していただく講座など

を公開してはどうか。 

（１１）国際交流  総合評価 ４ 

・ 留学生が活躍できる場をもっと広めてほしい。 


